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１．はじめに
　家庭科教員養成課程において，教科内容専門と教科
教育専門をどのように位置づけて展開するかは，平成
13年の「在り方懇」に至る長い議論の中で，またその
後現在に至るまで常に重要な課題であった。それは，
これまでに検討されてきた家庭科の教科構成原理（例
えば「環境制御理論」など）の方向性と，教育職員免
許法における「家庭」に関する科目の枠組みとの間の
乖離にもみることができる。家庭科の教科内容は，家
庭生活及び生活に関わる全ての事柄を含み，その背景
学問は，人文， 社会， 自然分野及び複合領域の多岐に
わたる。さらに， 家庭科は， 生活にかかわる知識や技
術を個別に習得するに留まらず，それらの関係性やシ
ステムを理解し， 生活を創造する意欲と自立・自律し
た生活者としての実践的な態度育成を目指す教科であ
る。家庭科における教科内容専門と教科教育専門の架
橋は，このような「生活者育成」のための構造的な目
標に照らして，広範な教科内容の体系化と多様な方法
論的アプローチを前提として行う必要がある。
　広島大学人間生活教育学講座において教員養成カリ
キュラムが目指す到達目標は次の通りである。「カリ
キュラム全体を通じて時代の変化に対応できる自立し
た生活者としての生き方や新しい家庭及び人間生活環
境の創造に関する教育と実践をなし得る能力を身に付
ける。」「そのために，家族を中心とした人間生活にお
ける人の行動を物的環境，精神的環境，身体的環境さ
らには社会的環境という様々な視点で考えさせる専門
基礎科目及び専門科目を設け，自己研修能力に優れた
中等学校教員としての能力を身に付ける。」（一部省略）
これらの目標詳述には，今後の家庭科の方向性を踏ま

えた教科内容構成に関わる基礎的・基本的考え方が示
されている。しかしながら， 教科内容専門・教科教育
専門を俯瞰したカリキュラムの再構造化は現在準備段
階にあると言ってよい。担当者の人数及び専門性， 時
間， 場所など学習環境の限界の問題もさることなが
ら，このようなカリキュラムの具体的な見直しこそ早
急に取り組まねばならない課題である。さらに家庭科
教員養成カリキュラム改善への方向を見いだすために
は，教育実習で育まれる教育実践力も併せて検討する
ことが必要である1）2）。
　以上のことから家庭科教員養成の質を向上させるた
めに，家庭科教育学担当者，家庭科内容学担当者及び
教育実践指導担当者（附属学校教員）がどのような形
で協力，連携できるのか追究するための手がかりを得
るために，三者の立場で養成課程の学生の授業構想力
の課題を検討することを試みた。
　平成24年度から実施された中学校新学習指導要領技
術・家庭，家庭分野では，和服の基本的な着装を扱う
ことが家庭科学習の有効な手だてとなり得ることが述
べられている。それらの内容については製作を通して
学ぶことが効果的ではあるが，授業時間の制約が大き
い。そのため浴衣の着装体験を通して学ぶ工夫がみら
れる。しかし洋装文化の定着により，教員自身も日常
的に和服を着用する機会が少なく，また学習経験が減
少したことによって教材化の手がかりを得ることが難
しくなっていると考えられる3）。このような浴衣の着
装を教材とした授業を構想する力を教員養成課程でど
のように育成していけばよいのか， その教材に特化し
て課題を追究することは， 家庭科カリキュラムに内在
する問題を見いだすことにもつながる。
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　本研究では，浴衣の製作実習を通じて平面構成の知
識と技術を学んだ家庭科教員志望の大学生に，中学校
家庭分野における浴衣の着装体験を取り入れた授業を
学習指導案として構想させ，当該の家庭科内容学（被
服学）担当者，家庭科教育学担当者及び教育実習担当
者（附属三原中学校教員）が，各々の専門の立場から
それらの授業の評価を行うこと通して三者それぞれの
教員養成へのかかわり方と担当授業や教育実習におけ
る指導の課題及び三者の連携の在り方を追究すること
を目的とした。

２．人間生活系コースにおける教員養成の現状
　人間生活系コースの学生は，入学時に人間生活教育
プログラムに登録され，卒業時に学士（教育）の称号
を取得するためのカリキュラムを履修する。人間生活
教育プログラムは，人間生活教育の原理，内容，方法
について専門的な素養と教育実践力を有したうえで，
理論と実践が融合した教育研究を行うことができる中
学校・高等学校教員（家庭）の養成を目的としている。
併せて，教育関係機関・施設等において人間生活教育
に関連する業務に携わる専門の職員の養成も目指して
いる。そのために，本プログラムでは，教育の基礎的
な理論，中・高等学校各教科における内容，教科教育
の領域を深く関連づけて学習し，中等教育に携わる上
で必要な知識と技術を習得できるように工夫されてい
る。
　また本プログラムの到達目標として，次の３点をあ
げ，各セメスターの終了時にこれらの到達目標に対す
る学生一人一人の到達度を評価し，次のセメスターへ
の履修計画に役立てるよう指導を行っている。

（１）時代の変化に対応できる自立した生活者として，
人間生活環境の創造に関する教育と実践をなし得る能

力が身につく。
（２）そのために，家族を中心とした人間生活におけ
る人の行動を様々な視点で考えさせる専門科目を設
け，自己研修能力に優れた指導的な中学校・高等学校
の家庭科教員としての能力を身につける。

（３）家庭科教員養成と併行して，生活全般に関する
内容の知識と素養を身につけ，企業や研究機関で活躍
できる能力を獲得する。
　これらの目標を達成できるよう学習できるカリキュ
ラムを配置しているが，各領域間での連携については
まだ模索中であり，検討課題を多く含んでいるのが現
状である。また自立した生活者として，人間生活環境
の創造に資する能力を身につけるためには，関連の知
識や技能を活用できる機能的学力が必要であり，その
ためのトレーニングが不足していことも課題である。
　表１に，人間生活系コースにおける教員養成の流れ
を示した。教育実習関係科目は1セメスターから始ま
るため，教員になるという本コースの使命については，
大学入学後早い時期に認識できる。また専門科目は２
セメスターから配置し，教職に関する科目ならびに教
科に関する科目はそれぞれセメスターが上がるにつれ
て，専門性が高くなるよう配列している。しかしなが
ら６セメスターでの教育実習（本実習）までに教科に
関する広範な内容の科目を履修し，修得することには
難しさも伴う。また，生活を構造的，体系的に理解す
る科目を入学後早い時期に履修させる必要もある。
　本研究の内容に関わる被服学においては，担当教員
２名で８科目を担当している。いずれも講義，実習，
実験を通じて，専門的な知識と技術を習得できるよう
内容を構成している。また家庭科教育担当教員は２名
で，８科目を担当している。

表１　人間生活系コースにおける教員養成の流れ

○印は，免許状取得のための必修科目を表す。
●はコース必修科目を表す。
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３．浴衣着装授業の構想
３．１　提示した課題
　浴衣の着装体験を含む授業を構想したのは，表１に
示したアパレル設計学実習Ⅱ（５セメスター開講・選
択科目）の受講生13名（全員女子）である。受講生は
３年生と４年生で，４セメスター開講のアパレル設計
学実習Ⅰ（必修）において，ブラウスの製作ならびに
子ども用の浴衣（一つ身）を製作している。アパレル
設計学実習Ⅱでは，自分自身の体形に適した大裁単衣
長着の浴衣を製作し，着付けまでを実習により学習し
た。
　授業構想に当たり，学生たちには以下のような指示
をした。
　「中学校学習指導要領では和服の基本的な着装を扱
うことが家庭科学習の有効な手だてとなることが述べ
られているが，実際に縫った経験をふまえて学習指導
案を考えてください。またその際には題材名と本時の
目標をあらかじめ定めたフォーマットを用意したの
で，そのフォーマットを使用してください。」
　図１に学習指導案のフォーマットを示した。教育実
習担当者が題材名と本時の目標を提示することによっ
て，それにふさわしい授業の視点と展開過程を構想す
ることを課題とした。授業時間は100分とした。
　なお学習指導案の構想に当たっては，当該授業の位
置付けや生徒の実態， 学校環境等に関する情報が必要
であると考え，教育実習担当者から図２の資料も提示

した。資料には附属三原中学校の中学3年間の題材配
列表も添付した。

３．２　学生による授業構想
　学生13名が構想した授業内容について，教師の働き
かけの部分を，浴衣の着装活動前，活動中，活動後に
分け，活動内容とその活動に費やした時間を示した。
表２-１，２-２にその一覧を示す。

図１　学習指導案のフォーマット

図２　提示した資料
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表２-１　学生の構想した学習指導案の教師の働きかけ（その１）
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表２-２　学生の構想した学習指導案の教師の働きかけ（その２）
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４．授業構想に対する評価と考察
４．１　家庭科教育学担当者による評価と考察
　学生に提示した題材ならびに本時の目標（図１）は
以下のとおりである。
　【題材】和服（浴衣）を着てみよう～見て，触れて，
着て，考えよう～
　【本時の目標】
①　 日本の民族衣装である和服（浴衣）に触れ，和服

への興味・関心を高める。（関心・意欲・態度）
②　 着装を通じて，伝統的な和服の特徴やその良さを 

体験的に知る。（知識・理解）
③　 和服をお互いに着つけ合う活動の中で，仲間とコ

ミュニケーションをとりながら，衣服や人に関し
て新たな価値を発見できる。（工夫・創造）

④　 和服と洋服を比較する視点を投げかけて，その構
成をはじめさまざまな違いについて考えることが
できる。（工夫・創造）

　表２-１ならびに２-２を参考に，「家庭科授業論Ⅰ」，
「家庭科教材構成論」，「家庭科方法・評価論」，「家庭
科教育演習」等， 家庭科教育学の方法論関係の講義・
演習を担当する立場から，本時の４つの目標に照らし
て，表３-１に示した視点で評価した。また，授業構
想における基礎的・基本的な要点として教育実習まで
に上記の講義の中で学生達に強調してきた２視点を加
えた。
　これらの視点に基づいて，学習指導案を評価した結
果を表３-２に示す。目標①は「関心・意欲・態度」
の観点に関わる目標であるが， 多くの学習指導案に導
入の工夫はみられるものの， それによって一人ひとり

の興味・関心を引き出し授業で学んだことによってそ
れらがどのように変容したのかという学習の成果を確
実に振り返る場面を設けているのは５件と少なかっ
た。目標②は「知識・理解」の観点に関わる目標であ
り， 着装体験や浴衣と関わることによって実感的な理
解をねらいとしている。そのためには体験と思考を結
ぶ工夫が必要である。このことは講義で最も強調して
きた点であるが， 思考の場面を設けてはいるものの， 
体験と思考が相互に効果的に結びつくような適切な工
夫ができているのは４件であった。目標③と④は「工
夫・創造」の観点に関わる目標である。友だちとの協
力やコミュニケーションは着付けをともに行うことで
必然的に生じるものであり， ここで期待するのは知的
な気付きや認識の深まりや広がりを促す他者からの刺
激を得て， それらを共有できるような場面を意図的に
設定しているかどうかである。そのような効果を生む
工夫がみられたのは３件であった。

表３-２　浴衣着装授業の学習指導案の目標に対する視点の評価（家庭科教育学担当者）

表３-１　学習指導案の評価の視点
（家庭科教育学担当者）
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　さらに思考を揺さぶる問いかけや視点の投げかけの
構想は難しく，その工夫の一旦はみられたものの効果
的に提示されたのは２件であった。教材観の書きぶり
の不適切さや要点の不足は， 当該教材の和服や衣服文
化への認識が浅いばかりではなく，適切で適確な表現
の理解が不十分であることが要因として考えられる。
授業の時間配分も現実的には難しいと思われるものが
多かった。それぞれの構想した学習指導案には工夫の
一旦はみられるものの，授業目標達成のためには多く
の課題がみられた。
　以上のような学習指導案の評価をふまえて，担当授
業の今後の課題について以下の通り考察した。大学入
学後， 学生達は大学の講義における家庭科教育関連の
学習と平行して，「教育実習入門」「教育実習観察」「介
護実習」「事前実習」といった実習の中で附属学校の
家庭科教諭の授業や先輩達の授業を観察するととも
に，学校環境や生徒達の様子を観察している。しかし
ながら， 教育実習前に， 生徒の興味・関心を授業に適
切に反映させることには限界がある。従って， 大学の
指導においては， まず教材観を深める手だてを学ぶこ
とを優先すべきである。それが授業の目標を明確に立
てることにつながるであろう。多様な学習内容や教材
を扱う家庭科の授業を学生の興味に応じて作らせるよ
りも，ひとつの教材をじっくりと検討，解釈させるこ
とによって，授業構想の要点を把握させることが必要
であると思われる。また， 教科内容学の担当者との連
携の中で， 生活に関わる知識・技能の習得ばかりでな
く， 生活者としての課題意識をもたせる指導の重要性
を強調したいと考える。さらに教育実習担当者の指導
観や学習観を知り，共有したり，差異を活かした指導
を行う必要性を認めた。

４．２　教科内容学（被服学）担当者による評価と考察
　家庭科教育学担当者と同様に，大学において教科内
容学（被服学）の担当教員として，表４-１に示した
視点で学習指導案を評価した。また目標①～④ごとの
展開ができているかに加え，展開が可能な評価の視点
を３点加えた。
　これらの視点に基づいて，学習指導案を評価した結
果を表４-２に示す。教材観が明確にとらえられてい
ないことが，それぞれの目標に応じた授業展開ができ
ないことに結びついていた。加えた視点については，
いずれも13名の学生の中で言及している学生はいな
かった。加えた視点の内容については，意欲的に取り
組む学生が多かったので，実習中随時ふれるようにし
ていた。しかし，日常生活において和服を着装するこ
とが定着していないため，実生活との関連づけができ
ず，そのような視点からの授業展開を考える力が養え
ていないことが明らかとなった。

表４-２　浴衣着装授業の学習指導案の目標に対する視点の評価（教科内容学・被服学担当者）

表４-１　学習指導案の評価の視点
（教科内容学・被服学担当者）
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　以上の結果から，担当授業の今後の課題を考察す
る。実習における浴衣の製作段階では，本時の目標を
達成できるような授業内容を展開していた。しかし学
生たちは製作を作業としてこなしていくことに集中し
ており，学習指導案への展開に生かせる思考を行えて
いない。このことから，できれば15回の授業の中で，
学習指導案への展開に生かせる視点を確認する授業を
入れられるよう授業計画を検討する必要があると考え
られる。
　
４．３　教育実習担当者による評価と考察
　教育実践指導としての立場から，教育実習担当者で
ある附属学校教員により授業構想の評価と考察を行っ
た。
　本時の目標に照らし合わせて，表５-１に示した７
つの視点で評価した。本時の目標①～④の中では，目
標③の「仲間とのコミュニケーション」や「新たな価
値の発見」を達成するのが難しく，特に「新たな価値」
についてはその評価も難しいと思われる。しかし家庭
科の授業においては，他者とのかかわりの中で自分一
人では気がつかなかったことに気がついたり，一人ひ

とり異なる生活知を交流させることで，新たな生活知
を身につけていく活動を大切にしていくべきであると
考えている。そのような視点をどのように学習指導案
の中に取り入れたかに注目して評価した。その結果を
表５-２に示す。

表５-２　浴衣着装授業の学習指導案の目標に対する視点の評価（教育実習担当者）

表５-１　学習指導案の評価の視点
 （教育実習担当者）
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　教材観が明確に適切に書けている学生は，授業目標
を生徒へ適確に提示し，最後のまとめも丁寧にできて
いた。教材観が不十分である学生は，授業展開におい
て目標を達成できない傾向にあった。このことから授
業の視点については，まず教材観を明確にしたうえで，
教材観→生徒観→指導観という流れで書くことが望ま
れる。
　浴衣着装という実践的・体験的な授業を構想する中
で，製作中のショートパンツやブラウスなどと和服を
比較させたり，反物などの実物を用意したり，ビデオ
を視聴させたり，着付けの講師を招いたり，たたみ方
に触れたり， あるいは教師自身が浴衣を着て授業をす
るなど，多様な工夫がみられた。
　一方，この題材の授業を「着付け教室」のようにと
らえている学生も多くみられた。そのため，全体的に

「洋服との違い」「着用方法」「着心地」「動作」生地や
柄」「帯について」「見た目」「着たときの印象」「布の
形や構成」などの視点をしっかりと伝えて，着装に取
り組ませる展開をしている学生は少なかった。
　導入についても，マネキンに洋服を着せたり，世界
の各国の伝統的な衣服を提示したり，自由に和服のイ
メージを発表させたり，事前に調べ学習をさせておい
たりするなど工夫されたものが多かった。
　洋服と和服の立体構成と平面構成の違いについて
は，ほぼ全員が取り入れていた。
　以下，個々の学習指導案について特長を概説する。
　Cの学習指導案は，生徒たちが着装に楽しく取り組
めるように，身長が同じくらいの人をペアにしたり，
恥ずかしがる生徒への対応も考えたりなど，細やかな
配慮がなされていた。授業において，生徒たちの気持
ちを考えた教師の心遣いは，生徒同士の関わりへも反
映されると思われる。また着付け時の視点も提示でき
ていた。加えて，難易度が高いと思われる目標③「和
服をお互いに着付け合う活動の中で，仲間とコミュニ
ケーションをとりながら，衣服や人に関して新たな価
値を発見できる。」について，具体的な対応を示して
いた点は評価できる。他者の和服姿を見て，どのよう
な印象を持つのかを問いかけたり，最後にはその時間
に撮った写真を現像し生徒に配布して，他者の姿だけ
でなく自分の姿を自分で見ながら， 振り返ることがで
きるようにするという具体的な方法の考案はすばらし
い。
　さらには，幼小中一貫校である附属三原学校園の環
境に合わせ，機会があれば小学生や幼児に着付けする
機会を設けることが構想されていた。このように年下
の子どもにかかわり，楽しい交流を通して，和服のよ
さを自分より幼い子どもたちに伝えることができる。

すなわち学びを他者（それも異年齢の）に伝えること
によって，学んだことが知識となって定着することに
なる。そして，それは家庭科の内容CにAを関連させ
たことになる。内容A～Dの関連をはかって構成する
ことができれば，子どもたちは家庭科の内容を総合的
にとらえられる。以上のことから，この発想は特筆す
べきであると考えられる。
　Jの学習指導案は教材観が適切に書けており，導入
も工夫されていた。生徒観や指導観も自分の考えを明
確に示しており，この授業でめざす生徒像が描けてい
る。単なる和服の着装に終わらず，伝統を装うという
点も入っており，授業構成が適確に表現されている。
それだけではなく着装を終え，班で意見交流も取り入
れた後で，「留学生に和服のよさをどう伝えるかの和
服のアピール文」を考えさせたことは，高く評価でき
る点である。和服について外国の方にそれを伝えるに
はどうしたらよいかを考え，それを自分の言葉で書い
てみることは，本時の授業をどのように理解している
かを確認することにもなる。また実際に世界の中の日
本文化を意識させながら，実生活に生かせる実践力を
高めることにもつながる。しかし限られた授業時数の
中では，このように十分な時間をとることができない
のが現実である。そこで例えば，「総合的な学習の時間」
などで外国の方々との交流活動を行うことができれ
ば，家庭科で学んだ知識や技能を実体験としてその活
動に取り入れるという流れを構想することができるで
あろう。
　Hの学習指導案は，和服のイメージを授業のはじめ
とおわりに比較させている。そのため，生徒自身が授
業の中での自分の変化を感じ取ることができる。この
ように新しい価値の発見を生徒自らが自己評価できる
流れを構想した点は評価できる。また伝統という視点
を加えていた点も評価できる。
　次に教育実習担当教員として，教育実習に生かすこ
とについて考察する。教育実習中は，学習指導案を完
成させながら，授業を実習生と共に創っていくことに
なる。しかしこれまでは指導の時間も限られているた
め，教材観や指導観などの文章を練ることはできてい
なかった。その理由は，仮に納得のいく学習指導案が
完成しても，生徒の実態に合わせて，実際に生徒の前
でそれらを展開できるかという実践練習の時間確保も
必要であるためである。また発問の仕方，板書の方法，
視聴覚機器の導入，班員の動かし方，発表のさせ方，
模造紙や掲示するものの準備など，授業スキルの向上
や実践内容の準備にも膨大な時間がかかる場合が多い
ことも要因である。本研究において家庭科教員免許取
得を目指す学生の学習指導案の評価をした結果，教材



― 108―

観・生徒観・指導観を理解することの重要性につい
て，改めて認識する機会が得られた。そしてその点が
自分自身で確実に把握できていないと，授業が説得力
に欠けるものになることを意識して学生に伝えていき
たい。
　家庭科教員として，社会の変化にも目を向けながら，
実生活の中でこれを生徒に伝えたいという生きた教材
の開発が大切であることを改めて感じた。

５．まとめと今後の課題
　異なる指導的立場の三者によって， 学生の浴衣着装
授業の構想力を学習指導案から評価した。
　その結果，それぞれが指導を振り返り，いくつかの
課題がみえてきた。家庭科教育学担当者からは，授業
構想の基本事項や学習指導案の表現の基本を教育実習
までに着実に習得させることが課題であることが挙げ
られた。被服学担当者からは，関連の内容学の授業の
中で，教材や授業構想に生かせる視点を考えさせるな
ど，家庭科教育学と連携した展開を意図することが課
題として挙げられた。教育実習担当者からは，学習指
導案の教材観の理解の重要性を伝えることと，生きた
教材観をもてるような指導の必要性が示された。この
ように，三者が共通して教材観の深まりや表現に問題
があるととらえていることが明らかになった。教材観
の構築は，家庭科にかかわらず教職能を向上させてい
く過程で培われるものであるが， その基盤となる視点
をもたせることが必要であり，そのために三者がどの
ように連携あるいは役割分担することが可能か追究し
ていきたい。

　以上より，教科教育学担当者と教科内容学担当者の
連携ばかりではなく， 教育実習担当者との情報共有に
よって，家庭科教員養成カリキュラムの構築及び指導
の改善に重要な示唆を得られることが明らかになっ
た。広島大学では現在４附属校で教育実習を行ってい
る。今回は附属三原中学校の教育実習担当者による授
業構想の考え方や評価の視点について，大学教員との
間で共有することができた。さらに他の3附属校につ
いても同様の情報を提示し合い共有することが必要で
あり，家庭科教員養成カリキュラムの検討を続けるた
めの今後の課題でもある。
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